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1) α ージアゾアセトフェノン( 1 a )と芳香族カルボニル化合物との反応を触媒量の銅アセチルア
セトナートの存在下で行なうと用いたカルボニル化合物の
種類により種々の生成物を与えた。アセトフェノンの場合 ~/X 
は主として 2 ーメチル-2 ーブェニル-3 ， 4 ， 5- トリベン I 1 
ゾイルテトラヒドロフランを、べンズアルデヒドを用いた \ミ〆、 COCHN 2




















2) 0 -アルコキシカルボニルーα ージアゾアセトフェ
ノン( 1 b ) の銅キレート分解を行なうと、しではカル
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3) オルト位置にアセチルやべンゾイル基をもっo -アシルー α ージアゾアセトフェノン (IJ の
合成をジシクロヘキシルカルボジイミドージアゾメタン法の応用により初めて可能した。 Ibの場合と
異なり生成するカルボニイリド( IIIJ は非常に反応性の高いトランス ジベンゾイルエチレンやジメ
チルアセチレンジ.カルボキシレートが存在してもせいぜい 10%の収率で環付加物を与え、ジメチルフ
























かにした。ケトンと反応させるとテトラヒドロフラン系化合物、アルデヒドにより 1 ， 3 ージオキソ
ラン系化合物の生成を見出したが、これはケトカルベン銅錯体がその親電子性のためにカルボニル化




を行うと、予想通り 1 ， 3 一双極子付加による興味ある三環性付加などが見出された。また o ーメト
キシ体を銅触媒下に分解して 2 ーメチルクマラノンおよびアルコール存在下ではクラマノンをえてお
り、これらはエーテル酸素による環状オキソニウムイリドを中間体として生成することを明らかにし
fこ。
カルボニルイリドおよびオキソニウムイリドの生成は、これまで、酸素環開裂に伴って認められたの
みで、カルぐくンの付加による生成見始めて成功したことは意義深い。
参考論文においてジアゾケトンの銅触媒分解によって生成するケトカルベン銅錯体が二重結合と反
応してシクロプロピル系化合物を与えることを見出しており、これは上記ケトカルベン銅錯体が通常
のカルベンとしての反応性をも持つことを示したものである。
以上上田君の研究はカルベノイドの化学に新しい重要な知見を寄与したものであり、同君が理学博
士の学位を受けるに十分の価値ある論文と認める。
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